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論文内容の要 1::. E 
Virus 性角膜炎においては， 臨床的にしばしば角膜実質の混濁がみられる。そω以凶としては角膜
上皮細胞の virus 感染が主役を演じると考えられている。しかも角膜実質細胞への virus 感染は現在
まで否定的である。しかし virus 感染に起因するとされる円板状角膜炎などの主病変は実質にあり，
実質細胞への vlrus 感染およびこれに附随する抗原抗体の関与を示唆している。本実験の目的は，
I 実質細胞の virus 感受性の有無を明らかにする D
n virus 性角膜炎における角膜混濁と抗体の存在や virus 感染との関係を追求する。
〔方法ならびに成績〕
実験動物:体重 2Kg 前後白色家兎および感作家兎




成し， HE 染色，蛍光抗体法， Autoradiography を行なった。
強光抗体法:抗 cowpox virus 家兎 r-globulin 結合壁光抗体液を用いた直接法。
autoradiography :眼球摘出 2 時間前に 3H-thymidin を前房内に注入し，摘出後 paraffin 切片の
dipping technique の autoradoigraphy をおこなった。




実験 I 角膜実質細胞の virus 感受性，創傷点眼法，実質内注入法で角膜実質細胞の細胞質に多数の
輪状鐙光とそれを囲んだ不規則な鍾光がみられた口 Bouin 固定， H.E 染色で比較してみると濃い輪状
の蛍光は A 型封入体に一致しており， autoradiography では角膜実質の細胞質内に限局した grain が
みられた。(この所見は 1 日 --7 日後にわたってみとめた。)
実験E 抗 virus 抗体の virus 感染への影響
1) cowpox virus 角膜創傷点眼による接種
a) 正常家兎群，接種 1 日後には結膜および毛様充血がみられ，角膜は点々と上皮欠損があり，
びまん性に軽度に混濁し，細隙灯検査でも角膜実質表層の浮腫および前房内微塵がみとめられ







(小括) J[/~家兎では著明な角膜混濁がみられ，蛍光抗体法で上皮および実質細胞での virus 増
殖を認めたが，感作家兎では角膜混濁は認めず， virus 増殖もみとめられなかった。
2) cowpox virus 角膜実質内注入による接種
a) 正常家兎群:角膜は中央部がわずかに混濁しており，細隙灯検査でも実質の浅い層に浮腫が
認められたが，角膜混濁は接種後 2 日をピークにし 7 日目頃にはほとんど消失した。盤光抗体
法で接種 1 日後では実質内の件J，状蛍光を示す部位に近い実質細胞内に輪状の特異議光をみとめ
た。 7 日後でも実質内に特異蛍光をみとめた。
b) 感作家兎群:角膜混濁は正常家兎群より強く，混濁を認める期間も延長し，接種後 7 日自に
も角膜混濁は認められた。鍾光抗体法で角膜上皮および実質細胞には特異蛍光は認めなかっ




3) ectromelia virus (家兎角膜には感染しないが， cowpox virus と免疫学的に同一)角膜実質内注
入による接種
a) 正常家兎群:角膜混濁はほとんどみられず蛍光抗体法で特異蛍光はみとめられなかった。
b) 感作家兎群:角膜混濁は感作家兎への cowpox virus 接種の場合と同じく著明に認められた。
鍾光抗体法では特異蛍光はみとめられなかったD
L総括〕
1 Jd入体観察， autoradiography，および蛍光抗体法によって家兎角膜実質細胞が cowpox virus に感
受性を有することを認めたD
ヮ'U
E 感作動物では， virus の上皮からの感染に対して抗 virus 抗体は防禦的に働く。しかし角膜実質に






Autoradiography ~とより容易に virus の増殖を確認できる cowpox virus を使用して，まず第ーに角膜
実質細胞の vlrus 感受性を検討し，第二に感作家兎における virus 感受性と角膜混濁との関係を追求
したものである。
封入体観察， Autoradiography , 蛍光抗体法による検索により， ，~þ ij主葉性である家兎角膜実質細胞
が cowpox virus に感受性を有する乙とを確認し，また感作動物では， virus の上皮からの感染に対し
て，抗 virus 抗体は防禦的に働くが，角膜実質に virus 抗原が侵入すると，実質内での virus 増殖が
なくても，抗体の存在は過敏的に働き，実質内での抗原抗体反応をおこし，むしろ fr]脱出濁をつよめ
る結果を得ている。これらの実験成績より，初発性 virus 性角膜炎では実質細川j包での vlrus ω明殖が
主囚をしめ，再発性のものは vlrus 感染実質細胞内での viral protinω 合成の結果， fJL iJ;i抗体反応を ?Ji
起することを示唆し， virus 性角膜炎の l臨床病理の解明に寄与すること大であると考える。
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